
7月号に引き続き、今月号も地域医療連携の記事を特集 しました。地域医療連携は栄区の課題のひとつてもあります。

その具体的な取り組みとして、このたび栄区内の医療機関バンフレット ‖ご近所のお医者さん 医 療機関をかしこく利

用しましょうJ(発 行者 iさかえ地域医療推進会議)が 完成しました。この冊子は、医療機関を利

用する際のポイントが丁寧にまとめられていて、かつ栄区のとこにどんな医療機関があるのか?

一目瞭然 ! と ても役に立つものですt発 行部数が限られているので地域の皆さま全員というわけ

にはいきませんが、ケアプラザにも100部ほど置いてありますので、必要な方は是非お声かけくだ

さい。話は変わりますが、地域への情報発信のひとつとして「横浜市桂台地域ケアプラザのブログJ

を公開しています 1 こ ちらもぜひど晶肩に ! httpブ/katurada cp b10811l fC2 com/
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お母さん同士のlH間づくりの場です。地区担当の

保促師さんが参加し、育児1目設もお受けしています.

日時 :毎月算4水 曜日 10:00～ 12:00

場所 :桂台地域ケアプラザ 多目的ホール

しヽ

対象 :1歳 までの第1子のお子さん (栄区福祉保健センター 主催)
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デイサービスでは 利 用者さんへ日頃の感融|

をこめて 月 に1回 「桂台スベシャルデイJを

企画しています.毎 月宗敵なプログラムを企画

していますので 地 域の皆梅もゼひ足をお這び

くたさい.ご 希望の方は 担 当者までご連絡〈

ださt ,ヽ

10月のブログラム

「横浜木曜会による漫声合唱」

世界の歌 日 本の歌など幅広いブャンルの歌を

30名近くの混声合唱回の皆さんが披霞してくだ

さいます.

日時 :10月 29日 (土)14:00ヽ 15:00

場所 :ほ台地域ケアブラザデイルーム

災害に負けない 地 域の殺を深める取り組みについて

0事 例発表 (被災地からの声 自 治合の取り組み

地元企業の実践)

0ク ループワーク (共助への提案)

日時

場所

事長

主催

申込

10月 0日 (」L)13:30～ 16:00

本郷地区センター2階 大ホール

60名 (定員になり次第、締切)

本郷中央地区支え合い連46会ほか

電話か直接、柱合地域ケアブラサヘ

|         |     |

ケアプラザ協力医の捜先生による無|+の健康相談を下記の日程

て行いますど身近な病気の相談など丁中に対応してくださいます.

(予約拒先)

協力医 :毎 覚先生 (上郷医院院長)

日 時 :9月 9日 (金)、23日 (金)13:30～ 15,00

場 所 :桂台地域ケアプラザ相談室



退院後の生活を

私ども地域包括支援センターには、七宅壊奏に関する相敵が数多くやせられます。その背景には、 「できるだけ住み慎れた自分の家

で暮らしたい! け れど、在宅療暮 (自宅での医療)に 関する不安は大きい」そんな皆さまの複雑な思いが垣間見えます。その一端を

ご紹介すると 「酸秦療法を自宅で行う手が必要と言われたけれど、索に帰つた時にちゃんと機械を使用できるか不安」というご本人の

声や 際 と告知されたけど、状態が落ちおいているうちに1日でも長く自宅で家族―務にlBごしたい」というご家族の声などがありま

す。こうした管さまの声にお応えするためにな宅残書を支える医療 福祉サービスは逆化し、tt供する手業者は年 増々えています。続

いて必要なことは、そのサービスをご利用するご本人を支える事業者間の連携です! 病 院 鰺壊所、統問看種ステーション、ケアマ

ネジャーなどがそれぞれの役割をヽ まえ、相互に連携することの■要性が高まつているのはそういった理由からです。

地域交流ブログラム7月号では、病院での退院支霞についてというテーマで栄共済病院の地城医療支援センターの取rfIみをご紹介し

ました。今回はその第2弾として、在宅医療を支える田の中心的な機関である助問看酸ステーションをご紹介します。栄区内で唯―の

ステーションである 「栄区医師会跡問各醸ステーション」の野原真江所長からお馬をうかがってきましたので、ご報告いたします。

創 12耕を及程馨はど岳土置岳岳&】争協啓
宅を訪い1しています。職貞1人あたり 1日 平均で

4～5名のおをを訪F町し、処置やリハビリを行って

います。また24時」lttrrlで緊急時に運統のJRれる

契約をしている利川者さんもおり、月平均10～20

件杖‖Jや休日にな拓で対応しています。
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昼吾密畳?告 景告?借 号i、督協皆科志讐品轡済↑岳を精補告岩督‖暑言景

ほとんどです。また、介護者の方の階康相談を受けることもしばしばあります。最近

の利用者さまの傾向として、掘の終末期の方やお1人暮らしの内怖者の方が対えてい

るように感じています。また、精ll専害のある方のご利,1もあります。利'いの仕方は

いろいろですが 定 期的に私たち力`訪間することによって、白宅でltt栄生活を続ける

自信や安心につながればと思っています。

どこうネ5言世活脅を岳岳R者差「科浩晏晏3テ十塙骨禄そ言
ます。また、まだ介融択院のサーピスをご利用でない方の場合は

かかりつけ人の先1:に、人1党中であれば病取の言証師さんや医求

れiわL州1‖英コ!Jのケースワーカーさんにお中し出ください。詳しく

れ明を,け ること力てできます。



h i  F lに増わる催会として多いのは 抗 比か,,迅北する+‖|に向 す

ての|‖し令いの場です.そ のli竹し合いには イ(人 ご 家tえをはじめ

h比 の W係 イや〕I Ⅲlケ丁マネン十―など力■ⅢⅢします.本 人や家Ⅲ々か遮性後

の11 1ヽのイメージを持てるように し っ力 りヽ |‖jを暗えることかその1市し合

いの意本です そ のようなりを卜iム Fねることで あと“t人t中 の11比の 1ヽウ

在宅11 f iをとえる1方‖14‐護ステー シコンの 上場 そ れそウIのr l■でご本ブ、と

介設をイ十うご本成を支える打卜JIの ,どJ tができるようになってきたとは して

います. また ■、たちのステー シコンは,tイは市F会力ヽ ■■ していますのて

米 イ内のい」米いの先4:とは出をイドわせる枚会も多くあ けま,l  iと比後 ま1,帆

から そ れぞれの力か りつけレiにノ` トンタ ′十するlr i " Hェセんどですが

LHからのおつきあいもrに してお りますいて 必 要には して九■にイトⅢケをご

よtlするなど 取 の)とえる 州“′)て の1と| '力J対れていると思ヽヽます

現在治療中の病気やこれまでにかかった病気 現 在服用中の業等につい

て 普 段から か かりつけ区 に 相談していれは い さという時に適切な

|」断を下し最適な診続を行つてくれますちまた 本 人たけではなく こ 家

族の健康や身体のことについても気軽に相訣にのってくれるため 苦 段か

らの健康増遣にも役立ちます.

かかりつけ医を持つことの大きな意義は IE状 に合わせた景道な医療が

受けられることです 必 要に応 して専門医の紹介が受けられたり 突 然の

身作の実変なと緊急な状態が起こった時には 指 示を押ぐことができます

ご相談によっては  「訪間診獲Jや 1往診Jを 受けることができます

取材の最後に野原さんからこんな心強いメッセージがありましたⅢ

「スタッフは全員 栄 区内か近隣に住んでいます=看 語師であるたけでなく 地 域l■民でもあ

るので 地 元への愛着を強く持っています こ の地域にお住まいの皆さんがとのような体調で

あつても、安全に安心して喜らせるお手lHいをこれからも行つていきたいと思っています=J

自宅での績憲を支える者護師や医療スタンフが地域の特機や事情を知つてくれていることは

本当に心強いことです.療 憲生活に関する様々な不安を抱えて自宅に戻ってきた時 し っかり

と話に耳を傾けて適切なアドバイスをくれる存在が身近にいることて よ り多くの人にな宅疲

養ヘー歩を踏み出す勇気を与えるのたと思います.今 回の記事を通じて 多 くの方に訪問言護

ステーションが寮奏生活の心強い支えであることを知つていただければ言いてす.

Tl"Jイさんは】1えてきてt るヽ 方 て  行 セ1いさんに水てもら ,ても 何

をしてもらえるかよくわからない_と い'お 「をしばし〔ゴ1に します。そん

な‖| ル ‖1■赳についてまだすだAく 1ら llていないのかな,と■うことり`ありますn

l、たらは 味 いれや "t,)性り 14付 十卜本!″)にヤ処Ftだ十ではなく サ |卜のこと

てじ京となことやアドヽ1 “ヤ4たについての1に1 4iⅢ も行っています 右 J六ガイ(′,とな方

を介卍しているこなう1か'サ
‐
千itnⅢさんにいつてもHiムできるか→,オ心 ! ひ とうで

はイ(オだったけれと行社巾"さん力ilコこついていてくれたので々心してお弧!'げ)介助が

できたJそ んな|十をいくと4ヤしくなります.ま すは i方‖町行言せの1111について お '(

ⅢlにⅢをか ,てくだとt  ヽht後に 1,さんにljⅢ"め したr こヽとは 「カカリつけの,う人

イさん を 決めて,jくことです ! lttl■IIsをサホー トする Lで 私 たすサ拓世Ⅲすと【

ⅢⅢとのよとれはとても人tlてす も しもの時に‖村えて ↑ のうちからレt■のⅢなら“Jで

も‖Llできる如なしムのた1:を,せつけてiういていただきたいとtい ます

「訪聞診績Jは 計画的な診海のことです 長 期にわたり在

宅診績を受(,たいという8者 さんのご自宅に訪PD5スケジュー

ルをたてて計画的に診4●を行いますすこの診椋富1画をもとに

急変時には臨時イi診 を行つたり 入 院の子配をしたり と 臨

機応変に対応 します 業 区内ては在宅医療専門の診療所がlヶ

所あります、その他 望 診歴のある方を対象に随時 訪 間を

行う診療所もあります 詳 しくは担当のケアマネツャーさん

もしくは地域ケアフラサヘお尋ねくたさい 1 仁 諺Jと よ

追現てきiぃ とき さんの要請を受けて 医 31がその者1度診涼

■伺うことて, 基 本的|■ =,た ときの最,|の手段てすt



地域ケアプラザでは、パソコン初心者の方を対象にした 「支えあいパソコン講座～情

報と夢を通ぶ魔法の箱～」 (無料)を 7月15、22、29日の全 3回開催いたしました。抽選

で幸遼を引き当てた 1 6名 の方が、講師である支えあい連絡会広報分科会の皆さんそし

て上郷西地区つながるプラン連絡会の皆さまと共に学んだ講座の様子をレポー トします。
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東生活に直接役立つ内輝を中心

に構成しました。例えば、ネット

スーパーでの買物や、電車の乗り

損え検索など。単に技術を学パの

ではなく、インターネットを上手

く利用して日々の暮らしをよりよ

いものにしてもらいたいという恩

いがありました。そして、交流の

機会を広lrる道具としても使つて

ほしいと考え、碩々のメールアド

レスを投定し、メールのやり取け

をすることも伝えました。

・パソコンの基本操作を確認しよう (マウス キ ーボード)
・スカイプ (インターネット電話)で 家族や友達と語そう

・ネットスーパーに登録 重 いお米や野菜、お酒などを注文してみよう

図書館の水―ムページから、本の検索 ・予約をしてみよう

バスや電車の時刻表を検索しよう
・コンピューター上でアルバムをつくろう 動 画を見てみよう

講座終了後、参加者の皆さまに感線を伺いました。

Aさ ん 「初めて′やソコン

に触わつた。今後も続け

られるよう、インターネ

ットの接続工事をしまし

Bさん 「娘がパソコンを

貫ってくれたことが講座

受講のきっかけ、娘や孫

とスカイブを使つて交流

したい lJ

Cさん 「昔も仕事で使つてい

たが、当時は正直パソコンが

様いだつた。今はパソコンで

孫の顔の結を書いて送ってあ

tアることが目標 lJ

Dさん 「パソコンで好き

な動画が見られることが

わかつた。ごn月 の,F優

さんの映像を見るのが楽

…・・…・・広報分科会の皆さんにお話を伺いました。
今い1の耐座は、広報分科会の皆さんにとっても初めての試みでした。

輝座を終えて、簿Fnの管さまにもお話を伺いました。

た 」

今回の第座の特徴を

散えてください。

計画されていますか ?

今回は22名も応募があり、

パツヨン森このニーズの高さ

を感じました。まだ検討中で

すが、今回参カロされた皆さん

へのフォローとして、パソIl

ンを利用している際のちょっ

としたトラブルや、わからな

くなってしまつた事を聞ける

ような相散ヨーナーを設けて

いきたいと考えています。

お願いします。

広報分科会では本一ムペー

ジを作成し、本郷中央地区と

上郷西地区を中心に栄区の幅

祉保健活動の情報をタイムリ
ーに発信しています。どひ―

度、ホームベージを見てくだ

さい。そして、ホームページ

を地域の方により利用しやす

いものにするため、ぜひご意

見や要望などをケアプラザに

伝えていただきたい。
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教えてください。

インターネットの操作など

ではもっと戸惑われるかと思

つていましたが、意外や怠外、

むしろ 「使えるようになりた

いJと いう意歓が強く皆さん

がんばっておられました谷空

講者のお一人の 「新しいせ罪

を知つた」という声がとても

嬉しく印豪に残つています。

取材を終えて … … … …… ……… … …… … …… …・・… …… …… …・

今回、取材をしてみて、インターネットカ`実生活をより便利なものにするだけでなく、人

と人のつながりをひろげる道えにもなることを実感しました。例え↓ま足腰が弱るなどして外

に出る機会が減っても、インターネットでご家族や友人、地域と栄がり能けることの子助け

をする道早にパツヨンが成りえるのではないでしようか ? そ ういった意味でもより多くの

方が日々の14i「にliかせるパソコンの■い方を学ぶ機会を今後も増やしたいと思っています。


